


研究要旨:全国に拠点を持つ肥満、高脂血症、高血圧などのコホート調査は成人に至る疫学

的な研究を目的にしているが、残された研究年度内に高血圧、高脂血症について小児期の

ガイドラインを作成する。このコホート調査の基本項目と危険因子の関係を検討するため

に資料を保存し、行政的調査の標準化を行いたい。富山県下で平成元年生まれの 95.1%に

当たる 9674 人の追跡調査を行っており、これらの追跡調査により生活習慣の形成過程を明

らかにし、これと成長発育期の健康との関係を分析し、行政面でも活用できる幼児期から

望ましい生活習慣形成につての資料を提供する。 

現在の子どもの運動不足はきわめて深刻である。子どもの身体活動の量的、質的評価法を

確立するとともに、日常の生活状況の中で、幼児の運動量の増減に関係する因子を分析す

る。「鬼ごっこ」や「サッカー練習」などを遊びとして普及させ、幼児や学童が自発的に運

動の量と質を増加させるための研究を行い、保育所、幼稚園のみならず、家庭も含めて子

どもの体力向上に役立つ運動の実践を図る。 

従来行ってきた小児期の骨発育の研究により小児期の適正なカルシウム摂取量、運動負荷

量を提示する。さらに未熟児、低体重出生児、重症心身障害児などの長期臥床児、やせた

子、肥満児などを対象にして骨密度を効果的に増加させる方法を検討する。 


